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キッズ・イーストリーグのキッズ・イーストリーグのキッズ・イーストリーグのキッズ・イーストリーグの趣旨趣旨趣旨趣旨

◎

◎

◎

キッズ・イーストリーグキッズ・イーストリーグキッズ・イーストリーグキッズ・イーストリーグ　　　　規約規約規約規約・・・・規程規程規程規程　<<キッズ・イーストリーグ推進ウェブページ参照の事>>

第１条　（リーグの運営）

１,

第２条　（年齢別）

１,

第３条　（競技規則）

１,

２,

３,

４,

５,

Ｕ-８とする（U-8 & U-7ミックスのエントリーも可能）

Ｕ-７については、募集締め切り後応募多数の場合に履行を検討する

ボールは４号ボールを使用する。

公益財団法人日本サッカー協会競技規則による。

リーグ規約・規程は一般社団法人神戸市サッカー協会神戸市少年サッカーリーグ規約・規程

に基づく

キッズ・イーストリーグキッズ・イーストリーグキッズ・イーストリーグキッズ・イーストリーグ（ＫＥＬ）（ＫＥＬ）（ＫＥＬ）（ＫＥＬ）

競技時間は１２分 – ３分 – １２分とする。

すべては、『子どものサッカー環境をよくする～Ｐｌａｙｅｒｓ　Ｆｉｒｓｔ!!～』に直結しうる

内容に基づくものです。

保護者にはベストサポーターとして子供を主としたサッカー環境の認識の場として参加し

ていただきたい

新人指導者には将来神戸市リーグに参入するための決まりなどの勉強の場として提供

子供たちには試合の場を提供するとともに、サッカーファミリーとのかかわりを感じ、リ

スペクトの精神と健全育成の促進

神戸市少年サッカーリーグ東地区のキッズ・イーストリーグ事務局が運営する。

競技人数は８～１１人制（対戦チーム双方の同意の基、変更可能）

あくまでも子供のレベルアップを目的とし全員出場を原則とする。

競技場の広さはキッズサイズを基本として、少年ピッチよりも小さいサイズで行う

センターサークル、ボックス（ペナルティーエリア、ゴールエリア）など各パーツは少年サ

イズを基本とする

ＫＥＬ用フィールド

少年用を基本

６,

７,

８,

９,

１０,

第４条　（リーグ登録と出場メンバー）

少年用ゴール

18歳以上の指導者が帯同する。

※ベンチ入りのコーチ人数は、限定しませんが、保護者の入席は禁止です

コーチニングは立位にて、ただ1人が行う（叱咤・罵声は退席の対象とします）。

※試合前には、運営本部に集合し会場責任者とコーチブリーフィングを行ってください。

小さめに作成

明明明明らかなオフサイドをらかなオフサイドをらかなオフサイドをらかなオフサイドを適応適応適応適応する。

※流れるプレーからの飛び出したオフサイドは、頑張りに免じてレフェリー判断としてくだ

さい。

５×２....１５ｍ

相手競技者の距離

７ｍ

ゴールキーパーによるゴールキックに限り、ＵＵＵＵ８８８８はゴールエリアはゴールエリアはゴールエリアはゴールエリア内内内内・・・・ＵＵＵＵ７７７７はペナルティエリはペナルティエリはペナルティエリはペナルティエリ

アアアア内内内内でのパントキック、および、スローを可能とする。これは、ゴールキック　及び　ペナ

ルティエリア内での守備側のフリーキック(発生地点)に適応する。

フィールドプレーヤーが行う場合には、プレイスキックで行う。

ファウルスローは取らない（よっぽどひどいものは指導してやり直す）。

※スローインは各団で指導を強化してください。

服装・用具はチームで統一されたものを着用(背番号は不要)。

ユニフォーム、体操服、ビブス、など可能。ビブスを使用するの場合には、フィールドプレ

イヤーと ゴールキーパーの色を区別できるものとする。

運動に適したシューズを着用。ゴムポイントシューズ、運動靴、など可能。

レガース（シンガード）は着用を必須とする。

※安全な素材であれば　ゴールキーパーの帽子、女子のハチマキ（ヘアゴム）を認めます。

４５～６０ｍ

４０～５０ｍ



１,

２,

３,

４,

５,

第５条　（追加登録および登録変更）

第６条　（順位の決定）

第７条　（表彰）

１,

２,

３,

第８条　（棄権）

１,

２,

第９条　（退場・警告の取り扱い）

１,

Ｕ-８部、Ｕ-７部、各１位にキッズ・イーストリーグ杯（永年持ち回りとし、翌年開幕戦に

返却）を授与する。

インフルエンザなど、他者への感染を伴う可能性のある疾病に罹患中は、参加を辞退するこ

と。

登録外選手の出場は認めない。

神戸市少年リーグ（東地区）に加盟のチーム（団）とする。

参加募集時にチーム登録と選手登録を行う。

交代選手はチーム登録選手なら自由に交代できる。尚、１度交代した選手でも再び出場でき

る。

試合当日出場メンバーは試合開始１５分前までに会場入りをする。

※※※※試合試合試合試合がががが早早早早めにめにめにめに進行進行進行進行するするするする場合場合場合場合がありますのでがありますのでがありますのでがありますので余裕余裕余裕余裕をををを持持持持ってってってって会場入会場入会場入会場入りしてくださいりしてくださいりしてくださいりしてください。。。。

神戸市少年リーグ（東地区）に加盟のチーム（団）とする。

追加登録および登録変更はその都度事務局に連絡し、事務局より参加全チームに連絡する。

リーグ戦において、勝点（勝３点、引き分け１点）の多いチームを上位とし、勝点勝点勝点勝点がががが同同同同じじじじ場場場場

合合合合はははは直接対決直接対決直接対決直接対決のののの勝利勝利勝利勝利チームをチームをチームをチームを上位上位上位上位とするとするとするとする。

これも同じ場合は得失点差（総得点-総失点）の多いチームを上位とする。

これも同じ場合は総得点の多いチームを上位とする。

これも同じ場合は両者の対戦結果の勝者を上位とし、これも引き分けの場合は抽選によって

順位を決定する。

勝敗を決するための、ペナルティーマークからのキックが必要な場合には、３名により行い

その後サドンデスとする。

各部参加チームに表彰状を授与する。

Ｕ-８部、Ｕ-７部、各１位にレプリカ優勝杯を授与する。

試合開始定刻に７人未満のチームは棄権とみなす。その試合「５-０の負」とする。

尚、試合中に６人になった場合も「５-０の負」とする。

年代的にもリーグ戦において、やむを得ない場合を除き警告および退場お懲戒罰は極力をだ

さず口頭による注意と指導により選手たちの競技をサポートする。

全行程を通じて懲戒罰の累積はカウントしない。なお、退場を命ぜられた者についても、次

同一人物の別のチームおよび別のカテゴリーへの二重登録は認めない。

第１０条　（事故の防止）

１,

２,

３,

４,

第１１条　（気象条件）

１,

２,

３,

第１２条　（リーグ参加資格）

１,

２,

第１３条　（会計）

１,

第１４条　（後援・協賛）

１,

子供に対して、余裕をもってやさしい気持ちで見守ってください。

コーチニングはコーチに任せましょう。

ベストサポータ(http://www.jfa.or.jp/training/otona/pdf/best_supporter_book.pdf)

雷の扱いについては公益財団法人日本サッカー協会の通達に基づいて対応する。雷鳴が確認

された場合、試合を中断し安全な場所（屋内・自動車の中など）にて待機する。

再開については、残りの時間を行い試合を成立させる。

警報発令時は開催を遅延または中止する。午前１０時現在で警報発令が解除された場合、午

後からの試合を決行するか否かの判断は、状況・グラウンド状況により事務局が判断する。

常時指導できる１８歳以上の指導者（初級講習会、および、リフレッシュ講習会修了者が望

ましい）で審判員（公益財団法人日本サッカー協会公認４級審判員以上が望ましい）が付き

添い、リーグ運営、キッズ・イーストリーグの行事決定事項に協力できるチーム。

審判はライセンスに関わらない（練習のつもりで取り組んでください）。

審判服を着用は必須としない(市リーグへの参入のため用意できたら着用も検討ください)。

１人制審判法で行う（練習のために副審をつけることも可能とします）。

※グリーンカードは積極的に使用してください。

リーグの会場費、運営費等はチーム登録費・繰越金等をこれにあてる。

毎年４月末までに公益財団法人日本サッカー協会第４種・女子に登録完了したチームで神戸

市少年リーグ（東地区）に加盟のチーム（団）とする。

小雨は決行する場合もある。中止の時は、会場責任者が決定し各チームへ連絡する。

※会場責任者は、事務局・当日の試合チームに対して通話により連絡してください。

リーグ運営は、神戸市少年サッカーリーグ東地区の基で行われ、後援・協賛は求めない。

運営事務局としては怪我等に関して責任は負わない。

のゲームに出場することが可能とする。

全選手（財）スポーツ安全協会に各チームの責任において加入すること。

身体に危険なものをつけないこと（競技規則「第４条　競技者の用具」の項参照のこと）。

各チームで参加申し込みに際し保護者のリーグ参加承諾を必ず得ること。


